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藤田教育長

藤田教育長

各委員

藤田教育長

藤田教育長

各委員

藤田教育長

藤田教育長

開会 午後２時００分

それでは、ただいまから草津市教育委員会１２月定例会を開

会いたします。

―――――日程第１―――――

日程第１、「会期の決定について」でありますが、本日１日限

りといたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

― 異議なし ―

異議がないようですので、１２月定例会は本日１日限りとい

たします。

―――――日程第２―――――

次に、日程第２、「１１月定例会会議録の承認について」であ

りますが、あらかじめ事務局から配布され、確認されていると

思いますが、御異議ございませんか。

― 異議なし ―

異議がないようですので、１１月定例会の会議録は承認され

たものと認めます。

―――――日程第３―――――

次に、日程第３、「教育長報告」に移ります。

それではまず私の方から諸般の報告をさせていただきます。

１１月２９日、絶好のラン日和となりました草津川跡地公園

「ａｉ彩広場」に昨年を大幅に超える１，３００人ものランナ

ーの参加のもと「第４回くさつランフェスティバル」が開催さ

れ、朝一番の種目であります「１０ｋｍラン」のスターターを

務めさせていただきました。

個人でタイムを競う「１０ｋｍラン」、家族で競う「ファミリ
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ーラン」、そして職場や友人などのチームで競う２時間と４時

間耐久の「リレーマラソン」が行われ、特徴は、多くの種目が

あり、こどもから高齢者までが参加できること、そしてランを

楽しんだ後はグルメで楽しむことができるというものでした。

市内の７つの飲食店からの出店と、地元の山田学区まちづくり

協議会プロデュースの地元産メロンから作った「凍らせてシャ

ーベット」もあり、ランのあとは絶品グルメを楽しまれている

方が多く見受けられました。

次に、老上中学校(辻大吾校長)では、総合的な学習の時間に

おいて「ヨシ」をテーマにしたスクールＥＳＤくさつプロジェ

クトに取り組んでいます。その取組実践を橋川市長に報告する

とともに今後の目指す展開について、１２月１日に懇談が行わ

れ、私も出席しました。２年生５名の代表生徒からこれまでの

２年間のヨシに関する探究学習、題して「老中生 三方よし

世間よし 琵琶湖よし みんなよし」の発表が行われました。

今年の１月に西の湖で実際にヨシ刈りを行い、６月には約３，

０００本のヨシの皮をむき、葦簀を編み、教室の窓に設置され

ました。最大１５度もの気温を下げる効果や、まぶしさの軽減

により電子黒板が見やすくなったなどの効果が検証でき、県内

で広がれば冷房機器の使用削減等による経済的なメリットも

大きくなるとの報告が行われました。そして、「ヨシ」のことを

知ってもらうための発信ですが、世界湖沼会議ユースセッショ

ンへの動画参加や、近くですと烏丸半島で行われているイナズ

マロックコンサートでの出展などによって、多くの人にヨシの

良さをＰＲできました。そして集大成を迎える来年、３年生で

は、「卒業証書をヨシ紙で作製したい」、また「小学生がヨシに

ついて学ぶ『よしのこ』を実施したい」、また「学校給食へのヨ

シの活用」について提案がありました。提案を聞いた橋川市長

はどんな展開が出来るか検討したいと述べられていました。私

の方からも、「よしのこ」については、５年生で「うみのこ」に

乗船しますので、その事前学習として、出身校である老上小学

校と老上西小学校に老上中学生が出前授業するという形も一

例ではないかと述べさせていただきました。来年３年目を迎え

るということで、まだまだ、深化していくヨシ学習ですが、ヨ

シのことをもっと知ってもらい地域や環境のための具体的な

行動を大いに期待しているところでございます。
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次に、草津小学校(中村真理子校長)では、スクールＥＳＤく

さつプロジェクトの１つとして、４年生が校区内にある国史跡

「草津宿本陣」に対する地域の誇りや願いを知り、本陣を活か

したまちづくりについて、自分たちに出来ることを考えた結果

として、「本陣こどもボランティアガイド」に取り組まれていま

す。３日間にわたって各クラス１時間程度ですが、児童がこど

もボランティアガイドとして担当した箇所の本陣の魅力や価

値を保護者の方や一般見学者に案内していました。私が訪れた

１２月４日も、まず玄関にある大名等が宿泊する際に掲げた大

きな名札のような板の説明を受け、そのあとクイズによってよ

り詳しくわかりやすい説明を受けました。近頃、この本陣かい

わいはマンション建設によって転入者が増えています。地域に

誇れるそして価値ある文化財を近隣にお住まいの方にも知っ

ていただき、後世に残していけるよう機運を醸成するととも

に、こどもたちをはじめ多くの人々の交流などに本陣を活かし

ていただき、まちづくりの活性化にもつながるよう、これから

も市民の皆さんと一緒に進めてまいりたいと考えております。

次に、１１月２８日から１２月１９日の会期で開会されまし

た市議会１１月定例会についてでございます。一般質問が３日

間行われ、１０名の議員から質問をいただきましたので内容を

紹介させていただきます。佐土原藩主急死事件について、こど

もの権利について、健診のあり方について、国スポ・障スポの

レガシーについて、草津宿本陣開業３０周年記念事業開催等に

ついて、通学路等安全対策実施プログラムについて、離婚後共

同親権の法制度化に向けた支援体制について、平和教育と戦後

８０年を迎える取組について、いじめ・不登校問題や性被害に

ついて、不登校の児童・生徒への支援について御質問をいただ

きました。質問内容や趣旨をしっかりと受けとめ、今後の取組

につなげてまいりたいと考えています。答弁いたしました内容

につきましては、後日市のＨＰにも掲載されますので、委員の

皆様にもぜひ御覧いただければと思います。

最後になりますが、２０２５年も残すところわずかとなって

まいりました。小中学校も明日、終業式を迎えます。毎年この

時期には、今年の漢字が示されますが、今年は「熊」という字

が選ばれ、全国各地で熊が出没し、人と自然の在り方について

考えさせられた一年でした。第２位には「米」、第３位には「高」
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森委員

と、物価「高」や「高」市総理の就任などがあるかもしれませ

ん。社会的な関心を集める言葉が挙がっていました。また、今

年開催されました大阪・関西万博に関する漢字で、ミャクミャ

クの「脈」、万博の「万」や「博」などもランクインされ、その

注目度の高さが伺える結果となりました。本市もこの万博のよ

うに、未来の可能性を感じられるような取組を教育面でも進め

ることで、こどもたちをはじめ、市民の皆さんの明るい未来に

つながるよう、引き続き創意工夫を凝らした教育活動を進めて

まいりたいと考えております。

皆様におかれましては、健康に御留意いただきまして、良い

年末年始をお過ごしください。

以上で、私からの報告を終わります。

それでは引き続き、委員の皆様から教育全般に関する事項で

御意見、御感想などをお願いいたします。

１２月の活動報告をさせていただきます。

１２月３日に、草津第二小学校の６年生の総合的な学習の時

間で、『「マイ ドリーム」～夢をもつことの大切さ～』の授業

を見させていただきました。最高学年である 6年生として卒業

前に、様々な分野で活躍されている方々の生き方について話を

聞き、自分の夢や目標について考える機会とするということ

で、講師は、現在寝たきりの状態にあっても、社会福祉士とし

て活躍されている畑中信乃さんでした。分身ロボット「Ｏｒｉ

Ｈｉｍｅ」というとても小さいロボットを通じて、自宅のベッ

ドの畑中さんと教室のこどもたちが繋がって、夢をテーマにお

話をしました。畑中さんは難病のために２０１５年から寝たき

り生活になられ、日常動作は全て介助が必要で、たくさんの方

に支えてもらっているとおっしゃっていました。その後、ファ

シリテーションの勉強をされ、通信制大学に編入し、２０２３

年に社会福祉士の国家試験に合格され、現在は、難病や進行性

の疾患の方々や御家族のサポートをする活動されているそう

です。この日、畑中さんは自分のベッドからＯｒｉ Ｈｉｍｅ

を操作して教室にいるこどもたちの様子を見て、こどもたちに

夢はありますかと質問されました。ぼんやりあるけれど迷って

いるに手を挙げた子が多かったと思います。そして、夢を教え

てくださいと質問され、２名の子が手を挙げて、ゲームのデザ
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イナー、パン職人と答えていました。次に、夢は必要だと思い

ますかとの質問に対しては、「必要だと思う」にほとんどの子が

手を挙げていました。「なぜ必要だと思われますか」いう質問に

は、自分が発表したいという感じで、挙手で、何人かの子が代

表で発表しましたが、答えとしては、めざすところがあるとや

る気が出てくる、つらいことがあっても夢のためなら頑張れ

る、生きる希望になるとのことで、すごいことを言うなあと思

いました。その後、畑中さんは難病のため寝たきりになったと

きの御自身の思いとか、様々なことを話され、でもどんな状態

にあっても自分らしく生きる、そういうサポートがしたいとい

う夢を持って、活動されているということをわかりやすく話し

てくださいました。そして、こどもたちへのメッセージとして

夢の種が見つかったら、それに水や栄養を与えて、その夢の種

を育てましょう、今夢がない人は夢を探す時間が楽しいのです

よ、生きる支えになりますよということ、可能性について自分

で限界を決めてしまわないようにしましょうということ、「Ｍ

ｙ Ｄｒｅａｍ」と今回の授業の題にもなっていますが、それ

はあなただけのものであって誰にも奪えない、誰かと比べな

い、応援していますからねという声掛けをしてくださいまし

た。授業ではそこまでだったので、こどもたちがその授業をど

のように受け止めたかは私にはわからなかったのですが、こど

もたちがこれから成長していく中で、様々な出会いや経験を積

んで、夢の種が見つかったときに、自分には無理やと簡単に諦

めないでほしいなと思います。「夢は近づくと目標になる」とい

う言葉が私は好きですが、夢に向けて粘り強く前向きに動ける

力をつけてほしいと思います。そのためには、家庭とも連携し

ながら、幼児教育、学校教育を通して、今何をしなければいけ

ないかという、自分で自分の行動をコントロールできる力、自

己調整する力を育んでいく必要があると考えます。

次にこの一ヶ月様々な機会があって退職された校長先生や

別の機会に退職された女性管理職の先生方と話す機会があり

ました。草津市の教育についても関心を持っておられ、来年度

から小学校で午前５時間の授業が始まるということもよく御

存知で、教員の働き方改革ということも御存知でした。でも、

もっと深いところ、例えば午後からの時間に、学びタイムとか、

こどもにとっても魅力的な取組があるのですけれど、そこまで
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小辻委員

は御存知なくて、教員の働き方改革なのだと捉えられていたの

で発信は大事だなと思いました。来年４月から始まりますが、

いろいろなことを発信して、こんな結果だけどこうしていると

か発信していく必要があるのかなと感じました。私自身も気を

つけて話していきたいなと思います。

以上です。

昨日ですが、立命館大学のシチズンシップ・スタディーズの

授業の最終報告会の方で草津宿街道交流館のチームの報告を

聞かせていただきました。参加した学生さんたちのチームは街

道交流館や今年から新しく動き出した本陣の魅力発信という

ところで、様々なことを考え、インスタグラムを含めて、活用

されたということをお伺いしました。特に印象に残っているの

は、草津宿を含めた街道沿いのマップを作ったというところ

で、どこのお店がお気に入りですかということで、某パン屋さ

んの名前をここで出しませんけれどもパンがすごく好きでと

いうことも含めて草津に好きな場所が、多分今回の活動を通し

てできたのだろうなと、草津市外から来ている学生さんたちに

とっても、そういう場がたくさんできて非常にありがたいなと

思いました。課題としては、インスタグラム等も含めて学生た

ちが作っても市広報物の関係もありますので、アップには時間

がかかるとか、そういったところは館長含めて御苦労されたと

ころだと思いますが、様々な取組を街道交流館の方でも考えて

いただいて素晴らしいなと思いました。特に、街道交流館で、

ほんじん博士の方も取組を少し見させていただきましたが、小

さなこどもたちが、テレビ番組もありますけれども、草津の歴

史を知ったり、自分の得意なところも含めて語れるような人、

学生だけではなくて小学生も含めて語れるような人がどんど

んでてきたということはありがたいなと思いましたし、中学生

も、学校が変わるたびに様々な展示をされていて、行くたびに

変わったりするので見るのが面白いな、それぞれの観点が違い

ながらもいいなと思いました。そんな中で草津市の歴史に触れ

ながら、今回も忠臣蔵のミニ展示もされているとは聞きますけ

れども、歴史の中で非常に大きな場所であることは間違いない

のですけれども、そのことが知られてないといいますか、まだ

まだというところも含めて今後教育にどのように入れていく
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我孫子委員

のか、残していくのかということを非常に考えております。

今年、私が結構感じたこと、考えたことですが、早見和真先

生のザ・ロイヤルファミリーという小説がありまして、競馬好

きの方とか御存知の方もいると思いますけれども、それがドラ

マ化されまして、その中で継承することがテーマにあったとい

うところです。血の継承と思いの継承というところで、血の継

承というある意味では重い部分もありますし、特にそれを肯定

的に捉える方、自分の誇りに思う方もいれば、引け目であると

かこんな親に生まれて来なければよかったとかヤングケアラ

ー問題も含めてですけれどいろいろなことを思うこどもたち

もいる中で、どんな教育ができるのかということを改めて考え

る１年であったと思います。文化という意味では思いの継承と

いいますか、まちが繋がっていなくてもそれぞれの思いが繋が

っていく、繋げていこうという方々がこの草津そして日本全国

にたくさんおられます。様々な祭りも含めて、様々な形で伝え

たいなと。そういったところで御尽力されていますが、それ以

外にも草津川跡地公園の方でも様々なイベント等が定着して

きたり、出てきたり、変わった後で、草津の天井川をどのよう

に残していくのか、伝えていくのかということも含めて頑張っ

ていこうという方々がいることは、今後、管理の方が変わる、

構成も変わるというのもありますけれども、どのように継承し

ていくのかが非常に大事だなと思います。こどもたちにも、も

ちろん血の継承は非常に重要な部分があると思うのですけれ

ども、思いの継承というところに関して、感じながら育ってい

ただきたいなと思いますし、そういった思いを、今度の２０歳

の集いのときに、お伺いできることを楽しみにしていますとい

うことで、報告を終わります。

本年もありがとうございました。

以上です。

１２月は教育委員としての活動ではないのですけれども、部

活動に関わるところの話ができたらと思います。陸上競技協会

の方で、来年の２月に陸上競技のスタートコーチの講習会を彦

根で開催しますが、それに関わってのものです。スタートコー

チとは、陸上競技の指導者資格の中で最初に取るもの、簡単に

取れるもので、競技経験がなくても取得ができ、そこからジュ
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ニアコーチ、コーチとステップアップしていく日本スポーツ協

会の公認資格です。陸上以外にもいろいろな競技でそんな資格

があります。内容としては、トレーニングの理論とか教え方も

ありますが、安全面やハラスメントの防止、コミュニケーショ

ンの取り方もあります。例えばクローズドクエスチョンとオー

プンクエスチョンの使い分け、こどもと選手とか、関わり方そ

のものを学ぶという時間が多く、実際に聞くこともあれば、グ

ループワークをしながら学ぶ授業もあります。それを２月に講

習会をするにあたり、日本陸連の方や他県の担当者の方にも進

め方など様々な話を聞いたりしていますが、どの県でも共通し

ている課題があって、講習会の中でどれだけ陸上競技以外の部

分を伝えられるかということが重要だということでした。事前

学習を参加者の方にはお願いし、プレーヤーズセンタードとい

う言葉をキーワードにして、選手やこどもたちを中心に考える

指導を学んできてもらうのですが、グループワークの中で例え

ばコーチが今言っていることを聞けないこどもには多少の暴

言はもう致し方ないよねとか、保護者が本当に厳しく指導して

くださいと言ってくれているから問題ないのではないかとい

うことが、実際にでてくることがあるということです。教育界

ではハラスメントは絶対に駄目だということは常識になって

いますし、世間の中でも常識になっていると思いがちですけれ

ど、自分がされてきたとか、それで成功した経験が強く残って

いる方もまだいらっしゃるのだということをちゃんと思って

おいた方がいいよねということを、講習会を開く中で感じてい

ます。私達ができることとしてはそういうことを言い続ける、

考え続けてもらう、考え直してもらうきっかけをどれだけ提供

し続けるかということがすごく大事だなと他の担当の方々と

話したりしています。

国から部活動の地域連携や地域展開に向けた総合的なガイ

ドラインを出されて、滋賀県も草津市もこれから本格的に進め

ていく段階に入るのかなと思うのですが、そこで課題の一つに

なるのが指導者の確保かなと思います。まずは指導してもいい

よと言ってくださる方を集めること自体も大変なので、関わっ

てもらいやすいようにハードルを下げることも必要なのです

が、一方でこどもたちを守るためにも、関わってもらう方を守

るためにも、指導者の資質の向上は絶対欠かせないのかなと思
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駒村委員

います。この二つをどうやって両立させていくかというところ

が地域展開の大きいポイントになるのかなと思いますので、そ

こを考えていきたいし、ぜひ御検討いただけたらと思っていま

す。

以上になります。

１２月の活動報告を申し上げます。昨日、矢倉古墳群の一つ

という狐塚古墳で出土した粘土槨についての説明会に参加い

たしました。たまたま職場から非常に近かったのですけれど

も、そんなところに古墳があると恥ずかしながら全然存じ上げ

ませんでした。それにも驚きましたが、説明会当日、昨日です

が、非常に雨が降っていたのですけれども、私がぱっと見ただ

けでも１５０人を超える多くの方が参加されていて、名前を書

いていくのですが、そのときに、守山市や大津市という方も多

くいらっしゃって、そんなに関心が高いといいますか、貴重な

発見だったのだということも、これまた恥ずかしいのですが、

そこで行って初めて知りました。私自身は古墳についての知識

は教科書で見るレベルだったのですけれども、実際の場所に上

がらせていただいて１０人中５人ずつぐらいのグループで説

明を受けたり、見せていただくことができまして、万博並みに

並んだのですが、並んで見せていただくと、実際に目にするこ

との大事さといいますか、体験の感動を本当に久しぶりに味合

わせていただくことができまして、非常に有意義でした。その

中で、これはこの後どうなるのですかと質問させていただく

と、開発されるので保存されるわけではないと。これに結構シ

ョックを受けました。ニュースでも説明会にたくさんいらっし

ゃったということでしたけれども、もしかしたら御計画あるか

もしれないのですが、古墳について、近隣の小・中学生とかそ

ういう子たちに、私のように教科書で聞いたレベルだけでなく

実際目にする機会があればいいなと思いました。貴重なものを

見せていただきました。

ここからは教育委員としての活動ではないのですが、つい最

近、職場が保育園なのですが、以前から生成ＡＩとかＩＣＴの

使い方は、様々な議論があったり、リテラシーというところで

はまだまだ浸透しきっていない部分、制度が追いつかない部分

もあると思うのですけれど、1 人の職員が私の写真をもとに、
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塗り絵を作ってくれました。そうしましたら、こどもたちが先

生だという感じで塗りたい、塗りたいと言ってくれました。自

分ではそういうことは思いつかなかったのですけれども、特に

若い先生、若い先生だけではないと思いますが、職員や先生方

のアイデアは、新しいものが出てきたときに、本当に尽きない

ものがあるなと思うと同時に、権利侵害などがないようにリテ

ラシーやルールの浸透、知識を増やすこと、何がそもそも権利

侵害に当たるのかとかいうところは、本当に進めていかないと

いけない、議論になるのではないかなと感じました。そのとき

は本当に嬉しいという気持ちと楽しいということで先生たち

の工夫と可能性というのはもっと広がっていくことを願いな

がら、ルールの策定ということも感じた出来事でした。

次に、先週お世話なっている学童でクリスマス発表会があ

り、見に行かせてもらいました。毎年開催されていて、とても

楽しみにしているのですけれども、本当に毎年感動するのがそ

の自由さというか、取組の素晴らしさで、学童には当然１年生

から６年生までいろいろな学年の子たちが学校に次ぐ長時間

を過ごしているのではないかなと思います。その中で、普段頑

張っていることをそれぞれ工夫して発表するのですけれども、

そろばん、けん玉に始まり漫才、読書、部屋の中ですがバスケ、

バトミントンとすごいのです。発表の仕方も、ピアノが上手な

子がピアノを演奏している間の時間にルービックキューブを

完成させるとかすごく工夫されていて、拍手と笑顔が絶えない

空間で毎年本当に感動します。こんなことをやってみたいとい

うことは否定されず、できる限りのサポートをしてくださり、

できる前提で関わってくださっていることの素晴らしさ、あり

がたさを親は１年に一度その場で感じさせていただいて一人

ひとり、支援の必要な子たちも混じっていますし、その個性を

認めて承認してみんなで楽しい時間を過ごすということに全

力を注いでくださっている先生方に感謝をしております。

最後に、先ほど今年の漢字が熊という話がありましたが、熊

らしきものが草津市でも確認されたということで、私も施設の

管理者として保護者への周知とかをしたときに、ＬＩＮＥで、

いただける情報なども保護者さんがすぐに受け取れるように、

発信をさせてもらいました。毎年といいますか、思いもしない

もの、ヒアリ、セアカゴケグモ、熊とかいろいろありますし、
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藤田教育長

藤田教育長

各委員

藤田教育長

教育総務課長補佐

不審者等もですが、周知徹底、情報発信をしっかりしていくこ

とを非常に意識した１月でした。

以上です。

それでは「教育長報告」につきましては、以上で終わらせて

いただきたいと思います。

―――――日程第４―――――

次に日程第４、「付議事項」に移ります。

まず、「議第５８号臨時代理の承認を求めることついて」は人

事に関することであり、会議を公開しないこととすべきである

と思います。

「地方教育行政の組織および運営に関する法律」第１４条第

７項では、「教育委員会の会議は公開する。ただし、人事に関す

る事件、その他の事件について、教育長または委員の発議によ

り、出席者の３分の２以上の多数で議決したときは、これを公

開しないことができる」となっておりますので、この規定に基

づきお諮りをいたします。

議第５８号を公開しないこととすることについて御異議は

ございませんか。

― 異議なし ―

異議なしと認めます。

よって議第５８号については公開しないことといたします。

この議案につきましては、報告事項の終了後に審議すること

といたします。

次に、「議第５７号臨時代理の承認を求めることについて」、

審議をいたします。

事務局の説明をお願いいたします。

「議第５７号臨時代理の承認を求めることについて」、教育

総務課の山田が説明申し上げます。



12

藤田教育長

各委員

藤田教育長

教育総務課長補佐

議案書は３ページから５ページでございます。

４ページをお願いいたします。

このたび、教育委員会に所属する職員の人事異動を行うに当

たりまして、委員会の会議を招集する時間的ないとまがござい

ませんでしたので、草津市教育委員会教育長に対する事務委任

規則第３条の規定によりまして、教育長が臨時に代理をさせて

いただきましたので、本委員会に報告し、その承認を求めるも

のでございます。

５ページをお願いいたします。

「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」が終了し、業務量が

縮小することに伴い、欠員が生じている所属等の執行体制を整

備するため、国スポ・障スポ推進室の職員３名につきまして、

１２月１日より異動としたものでございます。

以上、まことに簡単ではございますが、説明とさせていただ

きます。御承認いただきますようお願い申し上げます。

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござい

ましたら、委員の皆様からお願いいたします。

本議案につきまして御異議ございませんか。

― 異議なし ―

異議がないようでございますので、議第５７号は承認された

ものと認めます。

次に「議第５９号草津市教育委員会の所管に属する職員の出

向につき議決を求めることについて」審議いたします。

事務局の説明をお願いします。

「議第５９号草津市教育委員会の所管に属する職員の出向

につき議決を求めることについて」、教育総務課の山田が説明

申し上げます。

議案書は１１ページから１２ページでございます。

１２ページをお願いします。

スポーツ推進課に所属しております職員三木有理彩、および
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藤田教育長

各委員

藤田教育長

教育総務課長補佐

草津宿街道交流館兼草津宿本陣に所属しております職員長尾

政弘につきましては、１２月３１日付で退職するにあたりまし

て、草津市教育委員会から草津市長部局へ配属先を変更する必

要がありますことから、出向の発令を行うものです。なお、退

職につきましては、草津市長から発令されますことを申し添え

ます。

以上、まことに簡単ではございますが、説明とさせていただ

きます。御審議賜りますようお願い申し上げます。

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござい

ましたら、委員の皆様からお願いいたします。

本議案につきまして御異議ございませんか。

― 異議なし ―

異議がないようでございますので、議第５９号は原案どおり

可決されたものと認めます。

次に「議第６０号草津市教育委員会の事務局の組織に関する

規則の一部を改正する規則案」について、審議いたします。

事務局の説明をお願いします。

「議第６０号草津市教育委員会の事務局の組織に関する規

則の一部を改正する規則案」について、教育総務課の山田が御

説明申し上げます。

議案書は１３ページから１４ページでございます。

１４ページをお願いいたします。

第２条の「組織」の国スポ・障スポ推進室につきまして、「わ

たＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」が終了いたしましたことか

ら、「競技係」を削除するものでございます。

なお、施行日は付則に記載のとおり、令和８年１月１日でご

ざいます。

以上、誠に簡単ではございますが説明とさせていただきま

す。御審議賜りますようお願い申し上げます。
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藤田教育長

各委員

藤田教育長

藤田教育長

学校政策推進課長

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問はござい

ましたら、委員の皆様からお願いいたします。

本議案につきまして、御異議はございませんか。

― 異議なし ―

異議もないようですので、議第６０号は、原案どおり可決さ

れたものと認めます。

―――――日程第５―――――

続きまして、日程第５、「報告事項」に移ります。

事務局の説明を求めます。

まず、報告事項１「草津市学校教育情報化推進計画第２期計

画の見直しについて」、説明をお願いします。

報告事項１「草津市学校教育情報化推進計画第２期計画の見

直しについて」、学校政策推進課の名田より説明させていただ

きます。

報告書の１７ページから２１ページを御覧ください。

草津市学校教育情報化推進計画の第２期計画の見直しにつ

きましては、特に１８ページのスケジュールにございますとお

り、１０月８日の定例教育委員会協議会で御協議いただきまし

た。その後、草津市学校教育情報化推進懇談会での提案および

部長会議での重要報告を終えているところです。

特に１０月８日の定例教育委員会協議会において、１９ペー

ジになりますが、成果指標の見直しについて御意見をいただき

ました。「インターネットの利用時に、情報を安全に取り扱うこ

とができる児童生徒」の項目については、目標の妥当性を示す

ために、小中学校それぞれ１校で、こどもの自己評価によるア

ンケートを行うことで、サンプル調査をさせていただきまし

た。

その結果ですが、情報を安全に取り扱うことができるかどう

かを尋ねた具体的な三つの項目の回答全てが肯定的であると
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藤田教育長

幼児課長補佐

いう児童生徒の割合が、サンプル調査の結果、小中学校の平均

で、８８．６％となりましたのでこの形で検証することとし、

令和８年度以降の目標値を９０％以上とさせていただきたい

と考えております。

以上誠に簡単でございますが、説明とさせていただきます。

続きまして報告事項２「公立幼稚園型認定こども園における

待機児童対策（開所時間の延長等）について」、お願いします。

報告事項２「公立幼稚園型認定こども園における待機児童対

策（開所時間の延長等）について」、幼児課の堀江から、報告さ

せていただきます。

資料は２３ページになります。

資料に入る前に、本市の就学前児童を取り巻く状況を紹介さ

せていただきますと、未就学人口は減少傾向にあるものの、子

育て世帯の転入や共働き世帯の増加、就労形態の多様化によ

り、保育ニーズが高まっておりまして、認定こども園や保育所

への入所申込者数は増加を続けております。令和７年４月１日

現在の待機児童数は全国で６番目に多い４８人となり、２年連

続の待機児童の発生となっておりまして、昨年から３１人の増

加となっております。その対策として今年度は、小規模保育施

設を３施設整備しまして、来年度４月に開設を予定しておりま

す。また、併せて保育士不足というところの課題もありますの

で、その確保に向けて取組を進めているところでございます。

以上が前置きとなりまして、これから資料の説明をさせていた

だきます。

１．現状の公立幼稚園型認定こども園の状況としましては、

現在開所時間は８時００分から１６時３０分となっておりま

す。教育時間は８時３０分から１４時３０分、保育時間は８時

３０分から１６時３０分となっております。続きまして保育ニ

ーズの増加や就労形態の多様化によりまして、より長い保育時

間のニーズが高まっている状況でございます。教育認定在籍者

が減少している一方で、保育認定在籍者は増加傾向にあるとい

うことで、右側のグラフのとおりとなっております。そして、

全体での利用率は年々低くなっておりまして、施設によって活

用可能教室も発生している状況でございます。
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藤田教育長

幼児課長補佐

また、３歳児保育利用定員の不足ということで、現在、先ほ

ど申し上げました待機児童については、低年齢児の１歳２歳に

おいて発生しているのですが、今後、３歳児におきましても小

規模保育施設の卒園時、小規模保育施設というのは、０歳から

２歳児が在籍する保育施設になりますが、その増加の要因によ

りまして、今後保育利用定員が不足していく見込みでありま

す。

２．待機児童対策の方向性としましては、繰り返しになりま

すけれども、３歳児保育定員を確保するために、待機児童対策

の一つとして、公立幼稚園型認定こども園 1施設において、モ

デル施設として以下の三つの方向性を検討していく予定をし

ております。

一つ目が開所時間でございまして、現在１６時３０分までの

通常保育時間を延長する方向で進めております。

二つ目が利用定員変更でございまして、先ほどのグラフにも

あったとおりになりますが、教育利用定員の方を減員しまし

て、保育利用定員を増員する方向で検討を進めたいと思ってお

ります。

三つ目が見直し時期でございまして、これらの見直しを、令

和９年４月からの実施をめざしているところでございます。

３．モデル施設の選定についてでございますが、地域ニーズ、

利用状況、私立施設の状況の３点を総合的に考慮して必要施設

を選定していく予定をしております。

４．スケジュールにつきましては、今年度、制度設計を進め、

来年度モデル施設を選定し、各種準備も進めた上で、令和９年

度からモデル施設の運営を開始し、その後、検証という形で行

ってまいりたいと考えております。

課題としましては、これらの受け皿を早期拡大することで、

また更に人員の方が必要になってくるということで、保育士の

確保の方も並行して進めていきたいと思っております。

以上、開所時間の延長について報告させていただきます。

次に、報告事項３「令和８年度草津市立認定こども園（教育

認定）の園児募集結果について」、お願いします。

報告事項３「令和８年度草津市立認定こども園（教育認定）
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藤田教育長

教育総務課長補佐

草津宿街道交流館長

の園児募集結果について」、引き続き、幼児課の堀江から、報告

させていただきます。

資料の２５ページをお願いします。

令和８年度の草津市立認定こども園（教育認定）の新入園児

の募集については、１０月２７日から１１月４日にかけて申込

みの受付を行いました。その結果、幼保連携型認定こども園に

つきましては、草津中央おひさまこども園および矢橋ふたばこ

ども園の３歳児におきまして、定員を超える申込みがありまし

たことから、１１月１１日に抽選を行い、入園者を決定しまし

た。詳細につきましては、資料の黄色い箇所となります。草津

中央おひさまこども園の３歳児については、募集人員の２０人

を超える２３人の申込みがありましたことから、２０人を決定

し、３人が待機登録となりましたが、決定者のうち１人が辞退

され、１人繰り上がって決定したため、現在の待機登録は２人

となっております。また、矢橋ふたばこども園の３歳児につい

ては、募集人員の８人を超える１２人の申込みがありましたこ

とから、８人を決定し、４人が待機登録となっております。

以上、誠に簡単ではございますが、入園状況について報告さ

せていただきます。

次に、報告事項４「寄付の受け入れ報告について」、お願いし

ます。

報告事項４「寄付受け入れ報告について」、教育総務課の山田

が説明いたします。

報告書は、２７ページでございます。

詳細は一覧表記載のとおりでございますが、寄付品目記載の

中神良太蒐集資料を、個人様から、寄付をいただきました。

詳細につきましては、草津宿街道交流館より説明申し上げま

す。

草津宿街道交流館の岩間でございます。

今回御寄贈いただきました資料につきましては、大きく３つ

になります。

１点目といたしましては、東海道五拾三次の保永堂版という

最も有名なシリーズを５５枚全部揃えていただいたというこ
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教育部長

藤田教育長

森委員

とでございます。５５枚揃物で持っているのは、滋賀県では唯

一、近畿では２件目ということで、今後の当館の活動に最もふ

さわしい、貴重な資料であると考えております。

２点目でございますが、草津市を代表する下笠町出身の横井

金谷さんという画僧の画を多くいただいたということでござ

います。草津市出身で、初期や晩年の作品を含んでおりますの

で、一層作品の幅が広がり今後の活用が見込まれるという点

で、貴重でございます。

３点目といたしましては、草津名物うばがもちの「うばがも

ちや」さんで利用しておりました「姥ヶ餅焼」、これは草津宿の

隣の矢倉の立場というところで使われてきたものでございま

すが、そちらで行われていた例えば大名をもてなすときなどに

使われていた焼き物をいただき、一層、事前にいただいたもの

も含めまして、幅広くなったというのが特色でございます。

以上簡単ではございますが、説明とさせていただきます。

補足でございます。今後、１月下旬から２月上旬にかけて、

クレアホールで東海道五拾三次の展示をさせていただく予定

でございます。

報告事項が４件ございましたが、委員の皆様から御質問等あ

りましたらお願いします。

公立幼稚園型認定こども園における待機児童対策の件で、質

問ではないのですけれども、公立幼稚園に勤務したことがある

ものとして、まだまだ厳しい時代が長く続くのだなと思いまし

た。園児数が少し少なくなるぐらいだったら丁寧に見てくれる

かもしれないということで、まだいいのですが、一定少なくな

りすぎると、希望していた人までも、考えるような数字になっ

ていきます。現場で何が起きるかというと、日々の保育・教育

のやり方を全部見直してやらなければいけないし、行事も全部

考え直してやらなければいけないです。今までと同じような保

育・教育ではできないことが多いからです。令和１０年度に検

証ということは、まだ減っていく可能性があるので、幼稚園型

の認定こども園は研修されて、いい保育をされているのです

が、園児が入ってこないと、職員のモチベーションが難しくな
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幼児課長補佐

藤田教育長

藤田教育長

藤田教育長

ってきて、苦しい時間が続きます。

施設はとても綺麗で、職員は一生懸命やっていて、あとはお

預かりする時間だけですが、保育士の確保が難しいといった課

題があります。現場の先生方が苦しまなくていいような何かい

い方法があればと思っています。

貴重な御意見ありがとうございます。

おっしゃっていただいているとおり、財政面からかなり厳し

い園もあります。今後、内部的にではありますが、中長期的に、

施設の活用を含め、こどもの数の推移も見据えたうえで、在り

方を検討していきたいと考えているところでございます。まだ

今年度から始めたばかりですが、実務担当レベルで様々な情報

を共有したうえで、展開していこうと思っておりますので、取

組は進めているところでございます。

その他に、何か御意見、御質問はございませんか。

それでは「報告事項」につきましては以上で終わらせていた

だきます。

それでは先ほど非公開といたしました議案の審議に移りた

いと思います。

傍聴者の皆様におかれましては、恐れ入りますが、退室いた

だきますよう、よろしくお願いします。

― 傍聴者退室 ―

それでは「議第５８号臨時代理の承認を求めることについ

て」、議題といたします。

事務局の説明をお願いします。

― 非公開 ―

以上もちまして、本日の議事は終了となりますが、他に何か

委員の皆様、事務局からございますか。
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それでは、以上をもちまして１２月定例会を終わらせていた

だきます。

閉会 午後４時００分


